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ミスタータイヤマン中尾中

ヤオコー井野町

日高町南

17

関越道

井
野
駅

まゆずみ
眼科医院

木曜日・日曜・祝祭日

診療時間

休診日

●
●

二
刀
流
を
迫
力
た
っ
ぷ
り
に

　
金
相
場
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る
。現
在

の
金
価
格
は
、20
年
前
と
比
べ
る
と
約
12
倍

に
ま
で
上
昇
し
た
。世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
や

先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
を
背
景
に
、

金
は
価
値
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
に
く
い
資
産

と
し
て
改
め
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。大
黄

金
展
は
、こ
う
し
た
時
代
の
空
気
を
映
し
な

が
ら
、毎
年
多
く
の
来
場
者
を
集
め
て
き

た
。

　
今
年
の
大
黄
金
展
で
最
大
の
注
目
は
大

谷
翔
平
の
黄
金
像
で
あ
る
。会
場
入
口
に
特

別
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は「
黄
金
の
バ
ッ
タ

ー
」と「
黄
金
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
」。ド
ジ
ャ
ー
ス

の
帽
子
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
包
み
、バ

ッ
ト
を
構
え
る
姿
と
今
や
ボ
ー
ル
を
投
げ

ん
と
す
る
姿
を
そ
れ
ぞ
れ
表
現
し
て
い
る
。

　
バ
ッ
タ
ー
像
は
等
身
大
で
、台
座
を
含
め

た
高
さ
は
約
２
ｍ
40
㎝
。身
長
１
９
３
㎝
、体

重
95
キ
ロ
と
い
う
堂
々
た
る
大
谷
の
体
格

を
、そ
の
ま
ま
立
体
で
再
現
し
て
い
る
。使

用
さ
れ
て
い
る
金
箔
は
約
１
５
５
０
枚
。そ

の
迫
力
は
圧
倒
的
だ
。

　
一
方
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
像
は
高
さ
約
１
ｍ
70

㎝
。金
箔
は
約
１
４
５
０
枚
を
使
用
し
て
い

る
。二
つ
の
像
を
並
べ
て
見
る
こ
と
で
、彼
が

切
り
開
い
て
き
た
二
刀
流
の
歩
み
が
、視
覚

的
に
も
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

　
会
場
に
は
、大
谷
翔
平
純
金
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。Ｋ
24
の
大
谷
翔
平

像
は
10
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
と
20
分
の
１
ス

ケ
ー
ル
の
２
種
類
。さ
ら
に
、ド
ジ
ャ
ー
ス
ブ

ル
ー
の
た
て
に
収
め
ら
れ
た
純
金
メ
ダ
ル
も

並
ぶ
。背
番
号「
17
」が
描
か
れ
、ス
タ
ン
ド

式
で
飾
る
こ
と
が
で
き
る
。

午
年
に
ち
な
ん
で
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん

　
も
う
一
つ
の
主
役
が
、群
馬
県
宣
伝
部
長

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
の
金
製
品
だ
。今
年
は
午

年
。高
さ
約
４
・
３
㎝
の
Ｋ
24
の
ぐ
ん
ま
ち

ゃ
ん
像
を
は
じ
め
、３
種
類
の
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
小
判
、３
種
類
の
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
メ
ダ
ル

が
そ
ろ
う
。お
孫
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
も
喜
ば
れ
そ
う
だ
。

　
こ
の
ほ
か
、跳
ね
馬
の
置
物
や
馬
の
額
な

ど
、大
人
向
け
馬
の
金
製
品
も
並
ぶ
。ま
た

例
年
人
気
の
仏
具
や
お
り
ん
も
豊
富
に
取

り
そ
ろ
え
ら
れ
、見
ご
た
え
十
分
。お
り
ん

は
形
に
よ
っ
て
音
の
余
韻
が
違
う
。そ
れ
を

楽
し
む
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、手
持
ち
の
１
キ
ロ
の
イ
ン
ゴ
ッ

ト
を
１
０
０
グ
ラ
ム
の
S
G
C
オ
リ
ジ
ナ

ル
バ
ー
10
個
に
加
工
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
取

り
扱
う
。

　
大
谷
翔
平
の
黄
金
像
に
象
徴
さ
れ
る「
見

る
黄
金
」か
ら「
触
れ
る
黄
金
」ま
で
。今
年

の
大
黄
金
展
は
、世
代
を
問
わ
ず
金
の
魅

力
を
堪
能
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　高
崎
タ
カ
シ
マ
ヤ
で
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
大
黄
金
展
。
今
年
は
2
月
18
日
か
ら
23
日
ま
で
の
6
日
間
、
6
階
催
会
場

で
行
わ
れ
る
。
目
玉
は
日
本
が
誇
る
大
リ
ー
ガ
ー
、
大
谷
翔
平
を
黄
金
像
で
表
現
し
た
特
別
展
示
だ
。
バ
ッ
タ
ー
と
ピ
ッ

チ
ャ
ー
、
二
刀
流
の
姿
を
金
で
か
た
ど
り
、
会
場
入
口
で
来
場
者
を
迎
え
る
。
黄
金
と
大
谷
翔
平
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
が

生
み
出
す
迫
力
と
存
在
感
を
ぜ
ひ
見
に
行
こ
う
。

高
崎
タ
カ
シ
マ
ヤ
で
2
月
18
日
か
ら
開
催

高
崎
タ
カ
シ
マ
ヤ
大
黄
金
展

●
日
時
／
２
月
18
日
㈬
〜
23
日
㈪
㈷

　
　
　
　
※
最
終
日
は
17
時
閉
場

●
会
場
／
６
階
催
会
場

●
入
場
無
料

ぐんまちゃんメダル

大
黄
金
展
︑

������������

今
年
の
主
役
は
大
谷
翔
平

黄金の
ピッチャー
大谷翔平

等身大
黄金の二刀流
大谷翔平

大谷翔平
純金コレクション

黄金の
バッター
大谷翔平
高さ約2m40cm

高さ約1m70cm

SHOHEI OHTANI

K24 大谷翔平 メダル
ピッチャー／バッター
各100ｇ、直径約5.4ｃｍ

K24 ピッチャー大谷翔平
1/10スケール

K24 二刀流大谷翔平
1/10スケール

K24 バッター大谷翔平
1/10スケール

ぐんまちゃん小判

ぐんまちゃん像

©：MLB/Getty Images, Getty Images
Major League Baseball trademarks and copyrights are used
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電 話Web
JR高崎駅東口から徒歩5分 〒370-0841 高崎市栄町9-1 

窓 口
■群馬交響楽団事務局

（10:00～18:00／平日のみ）
027-322-4944 

■高崎芸術劇場チケットセンター

（10:00～18:00／無休）
027-321-3900 

受付開始日の10:00～ 24時間受付

高崎芸術劇場
メンバーズ ▶

群馬交響楽団
オンラインチケットサービス ▶

■高崎芸術劇場2Fチケットカウンター
　（10:00～18:00／無休）
■高崎市施設プレイガイド ■群馬交響楽団事務局

全席指定

松井慶太（指揮）、横山だいすけ（歌）
群馬大学共同教育学部附属中学校音楽部（合唱）、群馬交響楽団
斎藤ネコ（プロデュース）

4月18日 ［土］2026年 14:00開演（13：00開場）

　「だいすけおにいさん」として親しまれてきた横山だいすけが、群馬交響楽団
とともに高崎で贈る“大人向けコンサート”。
　学校で歌い、教室で耳にしたあの「うた」が、オーケストラの豊かな響きとと
もに大劇場に広がります。中学生合唱団も加わり、童謡をはじめ心に残る名曲を
披露。ジャンルを問わず歌を愛し、音楽と歩んできた横山だいすけの、心を打つ
ハーモニーをお楽しみください。

高崎芸術劇場 大劇場
料金
（税込）

曲目

出演

S席 5,000円（U-25 2,500円）　　　A席 4,000円（U-25 2,000円）
B席 3,000円（U-25 1,500円）

「翼をください」、「上を向いて歩こう」
「春に」、「いのちの歌」、「たからもの」　ほか

チケット
好評
発売中！

うた、唄、詩、歌
～OUR SONGS～

歌 

横
山
だ
い
す
け

これまで愛されてきた歌―
　これからも愛したい私たちの歌̶
これまで愛されてきた歌―

　これからも愛したい私たちの歌̶

指
揮 

松
井
慶
太

GTシンフォニック・コンサート Vol.1

ⓒAyane Shindo

　
「
誇
る
文
豪
」
と
言
え

ば
、
群
馬
県
民
な
ら
ば
間
髪

を
入
れ
ず
「
田
山
花
袋
」
と

答
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
「
上

毛
か
る
た
」
に
も
詠
ま
れ
て

い
る
館
林
市
出
身
の
偉
人
で

あ
る
。

　
『
蒲
団
』
や
『
田
舎
教

師
』
な
ど
を
書
い
た
自
然
主

義
小
説
家
と
し
て
知
ら
れ
る

が
、
温
泉
好
き
と
し
て
も
有

名
だ
っ
た
。
全
国
の
温
泉
を

め
ぐ
り
、
多
く
の
紀
行
文
を

世
に
残
し
て
い
る
。
い
わ

ば
、
日
本
で
最
初
の
温
泉
ラ

イ
タ
ー
で
あ
る
。
大
正
７

（
１
９
１
８
）
年
に
出
版
さ

れ
た
『
温
泉
め
ぐ
り
』
は
、

今
で
も
温
泉
フ
ァ
ン
に
読
み

継
が
れ
て
い
る
バ
イ
ブ
ル

だ
。

　
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年

の
夏
。
突
然
、
館
林
市
の
教

育
委
員
会
か
ら
電
話
が
あ
っ

た
。
聞
け
ば
、
館
林
市
田
山

花
袋
記
念
文
学
館
で
開
催
さ

れ
る
特
別
展
「
温
泉
ソ
ム
リ

エ
・
田
山
花
袋
〜
群
馬
の
温

泉
編
〜
」
に
合
わ
せ
た
基
調

講
演
で
の
講
師
依
頼
だ
っ

た
。
ま
さ
か
、
あ
の
「
誇
る

文
豪
」
の
特
別
展
で
講
演
だ

な
ん
て
…
…
。
と
、
た
だ
驚

く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
温
泉
記
事
の
連
載

を
い
く
つ
か
し
て
い
た
も
の

の
、
著
書
は
２
冊
だ
け
。
講

演
の
経
験
も
数
回
し
か
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
引
き
受
け

る
か
ど
う
か
迷
っ
た
が
、
担

当
者
の
熱
心
な
説
得
に
よ

り
、
し
ぶ
し
ぶ
承
諾
す
る
こ

と
に
し
た
。
後
日
、
送
ら
れ

て
き
た
広
報
用
の
案
内
文
に

は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

　
〈
現
代
の
温
泉
ラ
イ
タ

ー
、
小
暮
淳
氏
の
お
話
し
か

ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

温
泉
ラ
イ
タ
ー
花
袋
の
愛
し

た
群
馬
の
温
泉
の
魅
力
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
〉

　
タ
イ
ト
ル
は
「
花
袋
の
愛

し
た
群
馬
の
温
泉
」
。
当

日
、
無
事
に
90
分
間
の
講
演

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
今
思
え
ば
、
か
な
り
無

謀
な
試
み
で
あ
っ
た
。
ま
だ

若
く
、
怖
い
も
の
知
ら
ず
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
文
筆
業
の
大

先
輩
で
あ
る
〝
日
本
で
最
初

の
温
泉
ラ
イ
タ
ー
〞
の
偉
業

を
た
た
え
、
現
代
の
温
泉
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
文
豪
の
軌
跡

を
語
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
上

も
な
い
幸
せ
な
経
験
で
あ
っ

た
。

　
ち
な
み
に
「
温
泉
郷
」
と

い
う
言
葉
を
最
初
に
使
っ
た

の
は
田
山
花
袋
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
『
温
泉
め
ぐ
り
』

の
中
で
、
〈
塩
原
は
有
名
な

温
泉
郷
で
あ
る
。
〉
と
記
述

し
て
い
る
。
文
豪
は
言
葉
の

開
拓
者
で
も
あ
る
の
だ
。
も

し
も
残
っ
て
い
る
な
ら
ば
、

爪
の
垢
を
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

小
暮
淳
の
取
材
こ
ぼ
れ
話

ち
ょ
こ
っ
と
小
耳
に 

㉘

「
日
本
で
最
初
の
温
泉
ラ
イ
タ
ー
」

あ
か

　
高
崎
市
の
東
方
を
流
れ
る

井
野
川
。
そ
の
左
岸
の
台
地

上
に
下
滝
古
墳
群
が
分
布
し

て
い
る
。
今
回
訪
問
し
た
下

滝
町
の
前
山
古
墳
も
そ
の
一

つ
。
慈
眼
寺
の
参
道
の
東
側

に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い

る
。
慈
眼
寺
と
言
え
ば
そ
の

歴
史
は
深
く
、
し
だ
れ
桜
の

名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
春
に
な
る
と
境
内
に
咲

き
誇
る
見
事
な
景
色
を
一
目

見
よ
う
と
多
く
の
花
見

客
が
訪
れ
る
が
、
古
墳

の
存
在
に
気
づ
く
人
は

そ
う
多
く
は
な
い
だ
ろ

う
。

　
前
山
古
墳
の
全
長
は

推
定
約
60
メ
ー
ト
ル
。

６
世
紀
後
半
以
降
の
築

造
と
さ
れ
、
北
西
側
に

後
円
部
、
南
東
側
に
前

方
部
を
配
置
し
た
2
段

築
成
の
前
方
後
円
墳
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

道
路
な
ど
の
整
備
に
よ

っ
て
墳
丘
が
大
き
く
削

平
さ
れ
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど

め
て
い
な
い
。
特
に
前
方
部

の
損
壊
が
著
し
く
、
現
状
で

は
全
長
47
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

４
・
３
メ
ー
ト
ル
と
計
測
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
墳
丘
か
ら

は
葺
石
の
存
在
が
認
め
ら

れ
、
埴
輪
列
の
一
部
も
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
41
年
に
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
お
り
、
後
円
部
か

ら
両
袖
型
の
横
穴
式
石
室
が

発
見
さ
れ
た
。
西
に
向
か
っ

て
開
口
す
る
埋
葬
施
設
は
珍

し
い
。
一
方
で
、
竪
穴
式
系

の
埋
葬
施
設
を
持
つ
前
方
後

円
墳
の
墳
丘
を
再
利
用
し

て
、
後
世
に
横
穴
式
石
室
を

付
加
し
た
の
で
は
な
い
か
。

と
い
う
仮
説
も
存
在
す
る

が
、
ま
だ
真
相
解
明
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
古
い
文
献
に

よ
る
と
玄
室
、
前
室
、
羨
道

の
３
カ
所
か
ら
人
骨
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
追
葬

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　
興
味
深
い
の
は
前
山
古
墳

か
ら
大
量
の
副
葬
品
が
出
土

し
て
い
る
点
だ
。
そ
の
内
容

は
、
耳
環
、
空
玉
、
棗
玉
、

大
刀
、
小
刀
、
刀
子
、
鉄

鏃
、
馬
具
、
須
恵
器
な
ど
豪

華
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
特
に

馬
具
類
の
数
の
多
さ
が
目
立

ち
、
追
葬
と
の
関
わ
り
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

全
て
東
京
国
立
博
物
館
に
て

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

第86回

井
野
川
左
岸
の
下
滝
古
墳
群
を
巡
る

出
土
品
が
豪
華
な
前
山
古
墳

◎
所
在
地

　高
崎
市
下
滝
町
境
内

          

　
　
　
　     

26
の
１

◎
取
材
協
力

　高
崎
市
教
育
委
員
会

　事
務
局 

文
化
財
保
護
課

前山古墳

高崎和服学院
★暮らしに役立つ書道／年賀状や手紙、はがき、
冠婚葬祭の表書きや芳名録に、暮らしの中で
役立つ小筆文字。小筆や万年筆、硬質ボール
ペンできれいな文字が書けるようになれば、
一生の財産になります。この機会に暮らしに
役立つ書道を習ってみませんか。
●時間：第1・第3木曜日　14:00～16:00
●受講料：月2回　4,000円
★和裁自由科／お好きな時間に各種和裁が学
べます。週１回～５回の各コースがあります。
回数は自由選択可。各自のペースで進みます
ので、初めての方でも安心して参加できます。
●時間：9:00～15:00
●入学金5,000円・月謝6,000円～
※ご希望の教材でお好きなものを縫えます。

暮らしに彩りを添える
各種カルチャー教室開催中

書道
和裁

高崎市あら町３-１３
高崎駅西口より徒歩5分

高崎和服学院

☎027-323-1383

DATA

Culture

School

カルチャー
スクール＆

https://www.kubaru.jp

バックナンバーが
ホームページで読めます！

スマホ /タ
ブレット

でも読め
ます！  

出来高制

暗い時間は除き、配達時間は基本自由！

高崎市（ご自宅周辺エリア）
18歳～上限無し（元気な方）
※経験不問・学生不可

宛名付きのダイレクトメールを
ポストにお届けするお仕事です

メール便配達スタッフ募集メール便配達スタッフ募集
・ 健康維持 ＆ 体力づくり
・ ダブルワークOK! 扶養内も大歓迎！
・ 出社必要なし！ ご自宅までお届け

報　　酬
配付地域
資　　格

内　　容

℡027-370-2262 ちいきしんぶん
高崎市小八木町312-15 ビジネスパーク小八木 メール便担当／山口

ライフケア群栄㈱

お問い合わせ

20～70代まで
幅広い年齢層が
活躍中！

https://www.kubaru.jp

レイアウト自由の「一般広告」・イベントのお知
らせに最適な「おでかけ情報」・パートさんの募
集にお勧めの「求人広告」・少ない予算で掲載
できるひとくち広告・ダントツで目立つプレミア
ム広告　等々　地域密着ビジネスにぜひご活用く
ださい！

広告掲載のご案内

ちいきしんぶん

☎027-370-2262

広告のお問い合わせ

高崎市小八木町312-15ビジネスパーク小八木

（10万部発行）

群馬県警察サイバーセキュリティ月間 2月1日～3月18日群馬県警察サイバーセキュリティ月間 2月1日～3月18日
生活安全ニュース

高崎警察署 ☎027-328-0110

インターネットは生活に欠かせないツールですが、インターネットを悪用した詐欺
・サイバー攻撃による情報流出・SNSによるトラブルなど、様々な問題が発生
しています。インターネットを安心安全に利用するために、一人一人がルール
やマナーを守り、セキュリティヘの関心を高めて必要な対策を行いましょう。

フィッシングメールに注意し、メールに添付されてい
るファイルやリンクを安易に開かない
多要素認証を導入する
実名や住所、勤務先名など個人の特定につながるよ
うな情報を教えない
他人を傷つけるような投稿はしない
情報の真偽を確認する

■

■
■

■
■

■

■
■

■
■

OSやアプリケーションソフト、ウイルス対策ソフトは常
に最新の状態にする
パスワードは長く複雑にして、サービスごとに異なるパス
ワードを設定する
フィッシングサイトに注意し、ID、パスワード、クレジットカ
ード情報、口座番号などの個人情報を安易に入力しない

■

■

■

■

■

■

【有効な対策】

【県警相談窓口】 サイバーセンター027-243-0110 | 高崎警察署027-328-0110 | 総合相談電話（短縮ダイヤル） #9110
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第34回

第34回 高崎OL大会
3月15日（日）9:00～10:20 受付
観音山公園 芝生広場（旧カッパピア）
 ※小雨決行

申込は、インターネット「Japan
-O-Entry」からの事前申込のみ。
当日の申込はできません。

※詳しい大会情報等は公式サイトをご覧ください。 公式サイト

申し込み
申込方法

申込期間 1月13日（火）～2月28日（土）

よりよい地域をめざす、高崎市を中心とした情報誌1984年（昭和 59年）創刊

ちいきしんぶんは原則第１・３金曜日に発行しています。　発行部数／102,000部　配布地域／旧高崎市内 隣接地域（吉井町・玉村町）


